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GTニュースのバックナンバーはホームページでご覧になれます。 
春、GTニュースの紙面は最新話題がたくさん。 

4月2日はＧＴの日 

目
黒
区
は
起
伏
に
富
ん
だ
坂
の
多
い

ま
ち
で
、
区
内
に
は
名
の
付
い
た
坂
が

三
十
三
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
坂
を
手

軽
に
楽
し
く
歩
き
な
が
ら
、
健
康
づ
く

り
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

昨
年
、
目
黒
区
か
ら
「
坂
道
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
す
す
め
」
と
言
う
冊
子
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
一
度
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
今
回
は
Ｇ
Ｔ

を
中
心
に
挑
戦
で
き
る
コ
ー
ス
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
有
酸
素
運
動
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
う
「
坂
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ
い
。 

坂
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
全
部
で
七
コ

ー
ス
あ
り
ま
す
。 

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
で
は
Ｇ
Ｔ

の
日
を
記
念
し
て
、
セ
ー
ル
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
地
震
の
甚
大
な
被
害
に
鑑
み
中

止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
る
影
響

で
商
品
不
足
が
起
き
て
お
り
、
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
商

品
供
給
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
の
程
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
今
年
の
冬
は
一
段
と
寒
か
っ
た
せ

い
か
、目
黒
川
の
桜
も
今
が
丁
度
見
ご

ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
の
風
物
詩
、ぴ
か
ぴ
か
の

一
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
も
近
頃
は
一

層
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ご
時
勢
を
反
映
し
て
か
、防
犯
ブ
ザ
ー

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
機
能
を
充
実
さ
せ
た
商
品
が
多
い

そ
う
で
す
。 

 

や
は
り
安
全
・
安
心
も
買
う
ん
で
し

ょ
う
か
。で
も
、ラ
ン
ド
セ
ル
に
新
し

い
教
科
書
を
詰
め
る
、お
子
様
の
新
鮮

な
気
持
ち
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。 

① 中村 潤　絵画展 

④ 宮坂栄一わらべ画展 ⑤ 安藤行宏写真展 
② ちょうどよい暮らし 
　 社教館グループパネル展 

③ 「描きたかった絵」 
　 　　宮田憲一イラスト展 

▼ 増設した階段の手摺（写真の左側） 

▲ 今回の地震でのデータ画面 

階層ごとに震度6から震度4までが 
データとして出ています 

1月11日（火）～1月24日（月） 

2月8日（火）～2月21日（月） 1月24日（月）～2月7日（月） 3月15日（火）～3月28日（月） 2月22日（火）～3月14日（月） 

新
春
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
　
　
展
示
レ
ポ
ー
ト 

今
年
も
多
彩
な
ア
ー
ト
が
Ｇ
Ｔ
の 

　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
飾
っ
て
い
ま
す 

近
く
の
隠
れ
た
名
所
を
訪
ね
な
が
ら 

　
　
坂
道
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

Ｇ
Ｔ
マ
ン
シ
ョ
ン
快
適
性
・ 

　
　
安
全
性
向
上
の
取
組
み 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

坂
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

「坂道ウォーキングのすすめ」は 
　１部200円、下記で販売しています 

○区政情報コーナー（区総合庁舎本館1F） 
○健康推進課窓口　（同上　本館3F） 
○区立体育館 （区内5ヶ所） 
次の区内書店 
○新高堂書店 （上目黒1アトラスタワー） 
○ミツノ書店 （上目黒2－16） 
○生方書店 （東山1－24） 
○王様書房 （祐天寺2－12） 
○金華堂書店 （中町1－6） 
○恭文堂 （鷹番3－3） 
○八雲堂書店 （中根1－3） 
○町田書店 （中根1－6） 
○不二屋書店 （自由が丘2－11） 

被
災
度
判
定
シ
ス
テ
ム
 

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
 

 
 
　
長
周
期
地
震
動
対
策
 

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
の
安
全
対
策
 

　
Ｇ
Ｔ
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、居
住

環
境
向
上
の
た
め
様
々
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、ハ
イ

ツ
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
ゴ
ミ
置

き
場
へ
下
る
急
階
段
に
手
摺
を
増

設
し
、両
側
手
摺
と
し
ま
し
た
。居

住
者
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
転
倒

事
故
防
止
の
為
、予
防
策
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
居
住
者
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
い
な

が
ら
安
心
・
安
全
な
住
ま
い
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
は
、
制
震

構
造
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
る
が

二
千
人
以
上
が
働
く
こ
の
大
型
ビ

ル
で
、
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合

目
視
で
す
ぐ
に
被
害
の
程
度
を
判

断
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

各
テ
ナ
ン
ト
で
は
避
難
の
必
要
が

あ
る
の
か
、
仕
事
が
継
続
出
来
る

の
か
な
ど
判
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
震
後
の
建
物
被
害

状
況
を
素
早
く
検
知
出
来
る
診
断

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

建
物
内
の
地
下
か
ら
最
上
階
ま
で

数
階
お
き
に
、
計
５
台
の
地
震
計

を
設
置
し
、
予
め
建
物
設
計
時
の

構
造
や
強
度
デ
ー
タ
を
入
力
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
地
震
発
生
後

瞬
時
に
解
析
を
行
い
、
建
物
の
被

災
状
況
を
診
断
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の
危
険
度
を

判
定
し
即
時
の
対
応
が
可
能
で
す
。 

　
同
時
に
、
同
タ
ワ
ー
の
全
長
百

二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
非
常
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
長
い

周
期
の
揺
れ
で
も
停
止
装
置
が
反

応
せ
ず
、
停
止
し
な
い
場
合
に
備

え
て
ワ
イ
ヤ
ー
が
壁
に
当
た
ら
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
プ
ロ
テ
ク

ト
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。
設
置

し
た
被
災
度
判
定
シ
ス
テ
ム
は
、

三
月
十
一
日
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
際
し
て
、
正
常
に
機
能
し
、

正
確
な
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の

被
災
状
況
が
即
時
に
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
今
回
の
地
震

で
は
デ
ー
タ
上
で
の
建
物
異
常

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
目
視
で
も
異
常
は
確
認
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
働

く
方
の
安
全
と
安
心
を
最
優
先

に
施
設
の
改
善
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 
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▲ 「カレコ」のロゴマーク 

▲ アライン社の 
　　歯科矯正装置 

▲ 緑豊かな目切坂 

▲ 昨年のくすの木まつりの様子 

▲ 崇敬会の皆さんによる玉串奉天 

▼ ひと足早く梅の花が春を告げる 

シリーズ⑥ 

中
目
黒
地
域
探
訪 

ペ ン リ レ ー ⑮  

今回は11階のアライン・ 

テクノロジー・ジャパン株式会社 

さんです。 

ＧＴタワーのテナント 
紹介コーナー！！ 

ア
ラ
イ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
、
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
本
社
を
置
く
、

「
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
」
を
代
表
と

す
る
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
®
と
い
う

透
明
な
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
型
歯
科
矯

正
装
置
を
歯
科
矯
正
医
に
提
供
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
す
。 

イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
は
、
現
在
４

０
カ
国
超
で
展
開
し
て
お
り
、
日

本
で
は
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
か
ら

日
本
全
国
に
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
を

広
め
、
取
り
扱
う
先
生
方
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
は
、
３
Ｄ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（C

A
D
/C
A
M

）

に
基
づ
い
て
患
者
様
毎
に
カ
ス
タ

ム
メ
イ
ド
で
作
製
さ
れ
る
、
透
明

で
取
り
外
し
可
能
な
「
ア
ラ
イ
ナ

ー
」
と
い
う
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
順

次
装
着
し
、
き
れ
い
な
歯
並
び
へ

動
か
し
て
い
く
矯
正
装
置
で
す
。 

ア
ラ
イ
ナ
ー
は
透
明
な
の
で
、

装
着
し
て
い
て
も
目
立
た
ず
、
治

療
中
で
も
周
り
に
気
付
か
れ
づ
ら

い
で
す
。
ま
た
、
食
事
や
歯
磨
き

の
時
は
取
り
外
し
が
可
能
な
の
で
、

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
し
、
ア
ラ
イ
ナ
ー
を
洗
浄

す
る
こ
と
も
で
き
衛
生
的
で
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
世
界
各
国
に
６

万
人
を
超
え
る
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
・

ド
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

１
４
０
万
人
を
超
え
る
患
者
様
が

イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
で
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
２
０
１
０
年
12
月

末
現
在
）
日
本
で
は
２
０
０
６
年

か
ら
歯
科
矯
正
の
先
生
方
へ
の
提

供
が
開
始
さ
れ
毎
年
イ
ン
ビ
ザ
ラ

イ
ン
で
治
療
を
行
っ
て
い
る
患
者

様
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

美
し
い
歯
並
び
で
、自
分
の
笑
顔

に
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方

が
増
え
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
日

本
中
に
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

い
つ
の
間
に
か
、
あ
の
人
の
歯

並
び
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
・
・
・ 

新
春
イ
ベ
ン
ト 

　
　
　
レ
ポ
ー
ト 

　
五
月
十
四
日
（
土
）
十
五
時
か

ら
第
六
天
社
境
内
に
お
い
て
、
五

月
例
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
例
祭
終
了
後
、
第
六
天
社
崇
敬

会
総
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｔ
管
理
組
合
（
三
管
理
組
合
）

の
定
期
総
会
及
び
㈱
中
目
黒
ジ
ー

テ
ィ
ー
の
定
時
株
主
総
会
を
左
記

の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
関

係
者
に
は
後
日
通
知
を
い
た
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

・
日
時
　
六
月
二
十
三
日
（
木
） 

・
時
間
　
十
五
時
〜
（
予
定
） 

・
場
所
　
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル 

　
Ａ
棟
・
Ｂ
Ｃ
棟
・
全
体
の
各
通

常
総
会
を
順
次
開
催
し
ま
す
。
そ

の
後
㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー
の
定

時
株
主
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

『
目
切
坂
』 

坂
道
特
集 

そ
の
① 

　
今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
中

目
黒
周
辺
の「
坂
」に
つ
い
て
の
探

訪
特
集
。
第
一
回
目
は
「
目
切
坂
」。 

　
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
名
称
だ
が
、

「
目
切
坂
」
は
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ

ド
テ
ラ
ス
脇
を
通
り
目
黒
川
・
宿

山
橋
に
抜
け
る
坂
道
。
坂
へ
の
道

は
都
心
方
面
か
ら
は
渋
谷
川
に
架

か
る
庚
申
橋
を
渡
り
代
官
山
に
至

る
道
が
通
る
。
庚
申
橋
の
た
も
と

に
は
、
一
七
九
九
年
に
建
て
ら
れ

た
庚
申
橋
供
養
碑
が
あ
り
、
こ
の

道
が
、
か
つ
て
の
重
要
な
交
通
路

で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、

渋
谷
金
王
八
幡
・
並
木
橋
か
ら
来

る
八
幡
通
り
も
こ
の
坂
に
通
じ
る

が
、
八
幡
通
り
は
旧
鎌
倉
街
道
と

言
わ
れ
る
古
く
か
ら
の
道
で
、「
目

切
坂
」
は
都
心
か
ら
目
黒
に
入
る

交
通
の
要
所
だ
っ
た
。
坂
の
上
に

は
道
し
る
べ
を
兼
ね
た
お
地
蔵
様

が
た
た
ず
み
台
座
に
は
「
右
大
山

道
・
左
祐
天
寺
道
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
都
会
で
は
め
ず
ら
し
く
、

今
な
お
緑
に
覆
わ
れ
、
昼
で
も
薄

暗
い
こ
と
か
ら
通
称
「
暗
闇
坂
」

と
も
言
わ
れ
る
。
Ｓ
字
を
繋
げ
た

よ
う
な
、
つ
づ
ら
折
り
の
カ
ー
ブ

が
続
く
。
ユ
ニ
ー
ク
な
坂
名
の
由

来
は
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に

「
メ
キ
リ
坂
、
渋
谷
村
の
境
に
あ

り
、
臼
の
め
き
り
を
業
と
せ
る
も

の
、
こ
の
地
に
居
し
故
名
と
せ
る

よ
し
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
の
説
が
有
力
。
下
る
坂
の
左
手

に
は
「
目
黒
元
富
士
」
が
築
か
れ
、

名
所
を
訪
れ
る
富
士
講
の
人
々
で

賑
わ
っ
た
。
こ
こ
に
住
む
腕
き
き

石
工
の
名
声
も
広
ま
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、
か
つ
て
の
鎌
倉
街
道

で
も
あ
り
、
ロ
マ
ン
と
緑
溢
れ
る

坂
道
で
あ
る
。 

（
次
回
は
「
別
所
坂
」
で
す
） 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏 

Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会 

第
六
天
社
一
月
例
祭 

春
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介 

く
す
の
木
ま
つ
り 

新
緑
の
Ｇ
Ｔ
イ
ベ
ン
ト 

第
六
天
社
五
月
例
祭 

Ｇ
Ｔ
総
会
日
程 

　
一
月
十
八
日
、
午
後
三
時
か
ら

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｔ
賀

詞
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
に
先
立
ち
、
ア
マ
ー
ビ
レ
ト
リ

オ
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
六

十
名
以
上
の
関
係
者
の
皆
様
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。 

目
黒
川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ 

　
　
　
2 
0 
1 
1
　
中
止 

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

　
一
月
二
十
二
日
、
午
後
二
時
か

ら
、
梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
第
六

天
社
境
内
に
お
い
て
一
月
例
祭
が
、

中
目
黒
八
幡
神
社
、
岡
部
宮
司
を

お
迎
え
し
て
、
崇
敬
会
の
皆
様
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
の
シ
ン
ボ
ル
、
く
す
の
木

に
因
ん
で
毎
年
行
わ
れ
る
Ｇ
Ｔ
プ

ラ
ザ
商
店
会
主
催
の
「
く
す
の
木

ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
左
記
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
、
恒
例
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

楽
し
い
企
画
が
沢
山
あ
り
ま
す
の

で
お
楽
し
み
に
。 

・
日
時
　
五
月
八
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
十
三
時
〜
十
六
時 

・
場
所
　
Ｇ
Ｔ
広
場 

雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

▲ アマービレトリオ 
　 　による演奏風景 

賀詞交歓会の様子 ▼ 

皆
さ
ん
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

っ
て
ご
存
知
で
す
か
。
複
数
の
拠

点
（
駐
車
場
な
ど
）
に
駐
車
し
て

あ
る
所
定
の
車
を
、
マ
イ
カ
ー
感

覚
で
短
時
間
、
気
軽
に
レ
ン
タ
ル

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
Ｇ
Ｔ
で

も
地
下
の
駐
車
場
空
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
て
始
め
ま
し
た
。
会
員
登

録
や
利
用
予
約
を
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
で
行
い
、
ド
ア
の
開
閉
も
携
帯

電
話
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
ガ
ソ

リ
ン
満
タ
ン
返
し
や
保
険
料
も
必

要
な
く
、
簡
単
・
便
利
な
合
理
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
普
及
が
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。 

Ｇ
Ｔ
で
の
利
用
方
法
は
・・・ 

①
会
員
登
録
・
利
用
予
約 

②
予
約
時
間
に
Ｇ
Ｔ
駐
車
場
へ 

③
駐
車
場
係
へ
携
帯
会
員
ペ
ー

ジ
を
提
示
し
て
会
員
の
確
認 

④
車
両
呼
び
出
し 

⑤
利
用
後
Ｇ
Ｔ
へ
返
却 

お
問
合
せ（
カ
レ
コ
） 

〇
一
二
〇（
二
九
二
）一
○
五 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
　
　「
カ
レ
コ
」で
検
索 

　
四
月
二
日
に
同
時
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
「
Ｇ
Ｔ
春
ま
つ

り
」
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
な
お
、
Ｇ
Ｔ
の
日
を
記
念
し
て

敷
地
内
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
置
す

る
な
ど
、
春
の
装
い
は
予
定
通
り

三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
三
日
ま

で
行
い
ま
す
。 

　
Ｇ
Ｔ
の
日
は
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の

軌
跡
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

New!

並木橋 

目切
坂 

八
幡
通
り
 

代官山 
駅 

中目黒駅 

中目黒ＧＴ 

駒沢
通り
 

● 

明
治
通
り 

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス 

旧
山
手
通
り 

山
手
通
り 

宿
山
橋 

目
黒
川 

庚
申
橋 

●
庚
申
橋 

　
供
養
碑 

Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り
中
止 

　
三
月
十
一
日
に
宮
城
県
三
陸
沖

を
震
源
と
し
た
巨
大
地
震
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
東

北
地
方
を
始
め
と
し
て
甚
大
な
被

害
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
態

を
重
く
受
け
止
め
、
四
月
二
日
〜

三
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、

め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
主

催
「
目
黒
川
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
１
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
の
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
こ

の
地
震
の
影
響
に
よ
る
東
京
電
力

の
電
力
供
給
の
大
幅
な
減
少
に
対

処
す
る
為
、
電
力
消
費
量
削
減
の

計
画
停
電
に
協
力
し
全
施
設
で
、

一
部
の
消
灯
を
始
め
と
し
て
対
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

①
獺
画
会
ス
ケ
ッ
チ
作
品
展 

　
三
月
二
十
九
日（
火
）〜 

　
　
　
　
四
月
十
二
日（
火
） 

②
深
津
諭
美
子
と
生
徒
展 

　
四
月
十
三
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
　
二
十
日（
水
） 

③
天
野
政
雄
絵
画
会 

　
四
月
二
十
一
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
五
月
九
日（
月
） 

④
牧
原
ゆ
う
き
作
品
展 

　
五
月
十
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
二
十
三
日（
月
） 

⑤
廣
川
五
司
写
真
展 

　
五
月
二
十
四
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
六
月
六
日（
月
） 

⑥
東
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展 

　
六
月
七
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
　
二
十
日（
月
） 

⑦
丸
田
悦
子
押
し
花
展 

　
六
月
二
十
一
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
七
月
四
日（
月
） 

ＧＴギャラリーカレンダー 
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